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I . 壮じめに
ops(Global Positioming Syste m)杜米国 によ っ て 開発され た人工衛星による位置決定シ ス テ ム で
ある｡ もともと軍事用に開発され たシ ス テム で あるが､ 民生分野の利用が可能にな っ て から､ カ
ー ナ ビ ､ 飛行機や船舶の 航洪支援シス テ ム ､ 測丑 ､ 専横々 な分野に応用され るようにな っ た｡ eps
で得られる位直の 情報 に は様々 な駅善が含まれるが , 最も玉東な娯差は大気とそ こに含まれる水
蒸気 に起因する大気遅延丑で あり ､ G PSによる#r]位の精度向上の陣事要因となっ て い た.
- 方 ､
o p包 衛星の軌道情報が 高精度化され る ことによ っ て ､ 大気遅延丑の申か ら水素寛に関するシグ
ナル を高槻空で抽出する技術が考案された(例えば､ Bbsingeiel
'
al.
,
,
1997)｡
‾
これ により ､ 測位の
取 離 気象縦 軸ナる ･i,グ叫や変準†る′ヒをが可齢姦っ 虹
■ぐ
地 闘 であ納 本やi草地疲鍬 わ 細単車準嘩観轍産みoさ義勧 舶 軸 t,て
■
い.る 膳
崎 ･ 畑中,1998)｡ その由幽慶紬‥登ぬ由, に 1潰 軸 b
'f/娘 観鮒と 即 :畠 A M由弘s わ観測感
度にも匹敵する｡ しか し､ AMeD A S にi3:水蒸気 に関す る観潮項目はな い ｡ 気象学分野における
水蒸気観測の 手法はラ ジオゾンデに依存 して おり, 全国で わずか 18 > 所 磯 細 られて い る
の みで ある｡ 湿度の観測も全国で 約150カ所 の 気象官看で行われて い るが ､ 水蒸気 の 多様な時空
間変動 を換える には全く不十分で あっ た｡
こゐような背景 の もと, 科学疲弊嗣軽費による G9sAiBIJa齢 如 ジ
■立身 トはi997牢皮から
ス タ ー ト した三プtj
■
,ii'= クト発足まで
‾
に桔泳地学分執 とお 舶 大気連延ゐ酵緬に関する研究や(初
ぇば､
.
田中､ 湖 6; 市川 ほ か､
･･l
'b97)(
:”
tb95
'
年 からは Gさs の集中観 軌 こよる水蒸気変動に関す
る掩合研 究 (科研費基盤研究(A)､ 代表 : 田中寅夫)
‾
が行われており‾､ プロ ジ ェ クトの基齢ま確
立して い た｡ 気象学分野 では高い時間空細分解能 の 水蒸気情報を得る こ とが困難な こと ､ 測
■地学
分野で は水蒸気 に起因す る大気遅延丑が精度 向上の 障害にな っ て い た二 ここ に ､ 国土地理院が整
備 して い る欄療な GPS観測網か ら時間空間分解能の 高い水蒸気情報を抽出 し､ 気象学分野の研
究に応用するとともに ､ 測地の 精度を高めるとい うプ ロ ジ ェ ク トに対する動機があ っ た｡
2000年3月 で G PS 仙促TJapan iま前期 3年間の 研究を終えたが､ こ の 剛と水蒸気観測の 精度向
上に 関す る研 究 (例 えば ､ 大谷 ほか, 1997)､ 水蒸気変動 の 実態に関する研究 (例えば ､
■
岩 軌ま
か ,1
■99如ミ進み ､ G PS■ の 水蒸気観測事故と して の 精度は十分確欝され ､ 実用段階に入 っ たとい え
る ｡ 現在セは国土地理酪こよる GPS 観測密度で ある約 20km 8こ1地点の割合に相当する全国釣
10 0地点にお け る､ 3時間ごとの 可降水量観測値の デ ー タセ ッ トが作成されてい る｡
これらの水蒸気情報はこれまで不可能であっ た高時間空間分解能の水蒸気の動榛や､ 大気陸面相互作用に
関わる諸環象を明らかにする可能性を秘めており､ 潜在的に様々 な応用 柵 拷 えられるo しか し,
■
eps/ME T
Jap an による水蒸気デ
ュ タセッ ト一 滴 - 位置の情報を持つ地哩情報であるため､ 複雑多様な気象現象に
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関するシグjTJ レをその中から抽出する発見的な研究を行うに他 系統だっ た分析的なヂ+タのス クリ ー ニ ング
が必要である｡
そこ で , 本論で はまず関連分野 の ユ ー ザ ー が簡単にデ ー タ にア クセ ス でき ､ 適当な条件による
検索と ダウン ロ ー ドが行える hte m et 上の シ ス テ ム を開発 した｡ こ の シ ス テ ム で は水蒸気情報を
他 の 地理情報と同時に可視化する ことによ っ てデ ー タの ス クリ ー ニ ン グを行うことがで きる ｡ 扱
うデ ー タが位置 の情報を持つ 地理情報 であるため､ 可視化して分布を見る ことの メリ ッ トは非常
に大きい . デ ー タアク セ ス に関 して は Irlternet 上に構築するこ とに よ っ て ユ ー ザ ー の便宜 を計 っ
た｡ 今後 ､ 多くの ユ ー ザ ー の利用 を期待して い るが ､ 本給で はシ ス テ ム の構成に つ いて 記述 した
後 ､ こ の シ ス テ ム の運用によ っ て 明らか にな っ た可降水量の 動態 に つ い て若 干の 事例 を紹 介する｡
Ⅱ. 対話型 G P S可降水孟デ ー タ ベ ー ス の 構築 ･
1 . GPS 水蒸気情報
一 国土地理時のGPS連虎観軌シ ス テ ム によ っ て敢得され た3時間ごとの ル ー チ ン観卿デ ー タ はS IN
BX(S9ftw a r e-INdepend即It E‡cha nge Fo r mat)形式 でデ ー タ化 されて い る (宮崎 ･ 島 臥 198)｡
GP S/舵T JAPAN ではこれ をもとに､ GPS観測点で の定常ル ー チ ン で解析された可降水丑 , 内挿 した
気象要 素､ 高層デ ー タ■を含んだC D- ROMを各年 ごとに作成 した (瀬音､ 1 99 8)｡ 本愉 で はこ の デ ー
タセ ッ トを用いて , Inte r n et上の 対話型デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ムを構築し卑｡
･2.
･
､
シ 不テ ム の構成
本研究における対話型 G PS■可降水 量デ ー タ ベ ー ス は ､ 以下 の 3点の 条件を浪たす仕挿とした｡
･帯革早ま.･:対話的なデ ー タの 検索 ･ ダウ.ン ロ
ー ドが有能なシ ス テ ム である｡ 利用者は条件を満た
すデ｢ 象を琴南上環検牢しL, , 必要なデ ー タをダウン ロ ⊥ ドして そ叫ぞれの 研究分野に利用可能で
なiて埠尊卑率いず,-これ曝>;柳甲 et でデ T 夕 べ
- ス を公射 し , W W Wブラウザでデ ー タ の検索 ･
寮費轟欝号㌢そテヰ.を開発す牽こキi干より解釈t, た｡
泉軍に膨大率療㍗才率1や峨昇.鮮 十.孝発効率よく坤出す る こ とが可能 で ある とい う こ とで あ
>_i,. ) J. JLB L- J ､ ノ ー / 山+I ., ≡ - ー h 止 JL ^ d=±.___ .i . . _ .ヽ . L 1 . _ー.ヽ .._ 止 L _i . ー . _ _ . ー 1 _ . . _養p′/I デ
ー タを適切 に可視化 して ､ デ ー タの ス
クリT=テ㌢ダを可甲暗常春蒜泰阜首長､9 解散した｡
そ し
■
て 第3 に , 争獲?デ｢歩Ji⊥予の 維持管理の ため低 コ ス トのシ ス テ ム構築が必要 で あると
いう点であるq これに 娃低価格の取乱PClを用 い て アリ ｢ の ソフ.トを利用するこ とに より間厚 の
解散 を図?た.
なお ､ GPS 可降水量ととも･に表示･して ス クリ ー ニ ン グを容易 にする各種デ ー タに は著作権が
存在するもの が あるため､ デ ー タ甲ダウン ロ ｢ ドにはパ ス ワ
ー ドに よる ロ.グォ ンを要求す る シ ス
テ ム 仕様 と して い る｡
1) デ ー タ ベ ー ス シ ス テムの概要
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本シ ス テ ム はクライ ア ン ト サ ー バ ー デ ー タ ベ 一 子シ スアム を採用 し, 検索等 に関わるす べ て
の 処理 をサ ー バ側 で行うことによりク ライア ン ト側 の負担を軽減 して い る｡ また . クライ ア ン ト
と して ほ 一 般の W W Wブラウザを利用するため､ hterrlet に接続ができる環境があれ ば､ osや
ハ ー ドウ ェ ア構成に かか わらず本デ ー タ ベ ー ス を利用可能で ある｡
本 シ ス テ ム の サ ー バ には 一 般の PC(CP UはIntel社製の Celer o n30M Hz､ メ モ リ128 M B､ ハ
ー ドデ ィ ス ク 12GB) を用 い ､ O Sには Red Hat Lin u x4.2 を用 い て い る｡ H TTP サ ー バ に は
Apa chel･314､ R D B M S(リ レ ー シ ョ ナ ル ･ デ ー タ べ ｢ ス
･ マ ネ ー ジメ ン ト シ ス テ ム) に は
postgr eSQL6.4.2､ また , デ ー タ の マ ッ ピン グに壮 G M T3.3.2 を使用 し､ 生成される PS(ポス トス
クリプ ト)フ ァイ ル を Ghostscript と h ag6M喝ick を用い て ビ ッ ト マ ッ プ画像に変換 して い る . こ
れ らの ア プリケ ー シ ョ ン は , ス クリプト官幣 の 一 種で あるP H P3.0.6 をH m サ ー バ モ ジ ュ ー ル
と して用 い る事に よ っ て連携 して い る｡ 以上 の シ ス テ ム は基本的にフ リ ー ソ フ トか ら構成されて
おり ､ サ ー バ の維持管理 の 点からも､ お互い の連携の点からも最適の 組み合わせと考えられる｡
園 1 にシ ス テ ム の構成を示す｡ 且 - ザは W WW ブラウザを利用 して検索フ ォ ー ム にア クセ ス
し､ 必要事項を入 力 して H TT Pサ ー バ に送る ｡ H m サ ー バはブラウザか ら送 られた婁求 (ク エ
リ ー) を受け付け ､ P H P3ス クリプトを英行 して SQL クエ リ ー.を作成
し､ これを R p B M S に発行
する｡ R D B M Sはデ ー タ ベ ー ス にアクヤス し､ 検索結束を H m サ ー バ に返す｡ 検索結果は H TrP
サ ー バ 内部で P11P3 ス ク 1) プトに よっ て 処理さ叫､ 表形式 - の変換､ G M Tを用 いた マ ッ ピン グ
お よびダウン ロ t - ド用デ ー タの 作成などの 処理 を経た後 ､ 最終的に H Th nに整形され る｡ この
HTML がクライ ア ン トの ブラウザl増 鰯噴 腐東が表示さ締る｡ こ の ように ､ 検索フ ォ ー ム か
ら送 られち夏患里～忘き
2) デ ー タ ベ ー ス の 構成
され
本デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム では ､ 柑96年4･月 から r998年 12月 まで の､8 PS 可降水丑デ ー タと､
降水量や風向風速と対比を行うための A MeDA Sデ ー タの 2種類 のデ ー タ ベ ー ス 凄頻用する o
G PS 可降水丑デ ー タベ
ー ス は G PS可降水量テ ー ブル , GPS月平均可降水量 テ ー ブ ル ､ G PS 可
降水量観潮地点情報テ ー プ) レ′(94 5地点) の 3 個の テ ー ブルか らなり ､ それ ぞれ親&TJ地点番号を
キ ー と L てリ レ ー ショi,を構成して い る｡ A MeD A Sデ ー タ ベ ー ス 臥 AM eD AS観測要素テ ー ブ
ル ､ A MeDAS観測地点情報テ ー ブル (約 1300箇所) の 2個の テ ー プノレか らなり
■
､ 同様に観測地
点番号をキ ー と して リ レ y - シ ョ ンを構成 して い る ｡ A MeDA Sデ ー タ に関 して 壮風向風速の デ
ー
タ の みを使用 して い るが ､ 今後その他 の デ ー タも比較の ために利用可能 に して いく予定で ある｡
それゼれの テ ー ブル に含まれるデ ー タ を表 1 に示す｡ なお ､ 各デ ー タ ベ ー ス の 容量 は ､ eps
可降水量デ ー タ ベ - チ.
の 容丑が約 1G B､ A MeDASデ ー タ ベ ー ス が約 65 M Bとな っ て い る｡
3) 検索シ ス テ ム の利用方法
現在 ､ デ ー タ ベ ー ス は･･hq)://133.82.23 .17S/G PSm ct/
1'で 公 開 して い る ｡ エ ン トリ
ー ペ ー ジか ら
検索画面 - 進 むと ､ 可降水丑デ ー タ検索フ ォ ー ム ､ 観測地点情報検索フ ォ
ー ム ､ 可降水量 コ ン タ
ー 作成フ ォ ー ム の 3種類の検索フ ォ ー ム が用意され て い る ｡ 現在 ､ 一 般 ユ ー ザに公開 してい るの
は 可降水量 コ ン タ ー 作成フ ォ ー ム のみ で あり ､ 他の フ ォ ー ム とデ ー タ の ダウン ロ
ー ドに関 して は
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図 2 検索条件設定画面 (左) と検索結果 (右)
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GpS/ME T JA PA Nの パ ス ワ ー ドの入力が必要で あるが ､ 近 日中に公開する予定である ｡ なお ､
AM eD冬S に関して は公開の嘩利肴持た軌.､た
は気象業務支援セ ン タ ー を漣 じて購入句能)｡
ドはできない (ユ ー ザ ー
可降水畳デ ー タ検索フ ォ ー ム で は ､ 1996年 4■月から 199S年 12月 まで の観測項目の 検索が可
能となっ て い る｡ 検索条件は観測年月 ･ 時間の 他に ､ 観測地点の緯度経度 ､ 観測催の値な どを設
定できる ｡ 同時にニ ケ月以上の 検索を行うことも可能 であるが, デ ー タ丑が膨大になるため ､ サ
ー バ - の負荷を考えるとなる ペ く - ケ月 ごとの 検索が望ま しい ｡ また ､ 表示 項目も遇 べ るように
な っ て おり ､ 必要な項目の みを表示す ることが可能である｡
図 2に検索画面と検索結果を示す｡ ブラウザの 上半分に
.
は検索条件を満たす観測地点位置が地
図上 にプ ロ ッ トされ ､ 下半分には検索藩果が表示される｡ これらの結果から､ 検索条件の 見直し
などを検討する ことが可能で あるD 地顔上 の qDぬ Pow nloglf-の リン ク は､ ブラウザの 下半分に
表示されて い る検索結果をタブ区切り.夢中ス.ト浮表示するもので ある｡ ブラウザにリ ンク先をフ
ア イ ル に保存する機能があれば､ 適当獲ぎ
る ｡
?柑耳検索結果を保存する ことが可能にな
観測地点情報検索フ ォ ー ム は､ 甲S 観加点 の観測点番号別 ､ 都道府 卵J､ 緯度経度の 指定に
ょる検索の 三種析の検索ができる｡ なお ､ 現時点 (2000年 3L､月
､
) では 1997年の GPS観測点に
関する情報の みが検索可能で あるが､ デ ー タが揃い次第順次拡充して いく予 定で ある｡ こ の フ ォ
- ムで は地点番号 ､ 地 点名 ､ 緯度経度､ 標高､ 所在する都道府県 . 市町村, 構高などの項目を表
示するこ とができ ､ 検索フ ォ ー ム 下部の チ ェ ッ クボ ッ クス で表示額F を運ぶ こ とができ る｡ 検索
結果画面で はブラウザの 上半分に親軸地点が地野生に寮示 され､
の 各種情報が 一 覧表 で
検索と同様 に検索捧果
下半分に はそれぞれ の 観測地点
､ら壮､ 可降水丑デ ー タ
る｡ こ の藤倉､ シ ス テ
ム の都合上漢字 コ ー ドが E U C形式にな っ て しまラ冬め､ ′i?コ ㌢ヰの 6ilS や表軒東ソフ トなど
で利用す るに は漢字 コ ー ドをシ フ トJIS に変換サる必要があるB
本検索シ ス テム の 中核をなす のが可廃水丑 打鍵教
■
- 作成フ ォ ー ム で ある｡ こ の フ ォ ー ム は検索
条件に コ ン タ ー を作成 した い日･時および範囲を欠労する ことにより ､ 可降水圭を地図上に表示す
る｡ 画像は等値線とカ ラ ー マ ッ プによ 塀顔轟象を繁ポ ー トして おり､ AM eDASデ
ー タよ
り得られる風の デ ー タとリ ンクする こと七 よ っ て ､ 同時に風向風速も表示 され る｡ 等値患お よび
カラ ー マ ップによる検索結果 を園3と図 4キこ示す｡ 地図上の 赤い矢印が AM eDA S による風向風
速を表 して い る｡ また ､ こ こ でも他 の検索結果と同様にデ ー タをダウン ロ
ー ドす る ことが可能で
ある ｡ デ ー タ フ ォ ー マ ッ トは経度､ 緯度､ 可降水真の順番になっ ており ､ G7Sや他の ア プリケ
ー
シ ョ ン で のデ ー タ の 再利用が可能にな っ てい る;
Ⅲ . デ ー タ ベ ー ス によ っ て捉えた可降水丑変動
1 . 台風の 移動に伴う可降水量変動
研究実施時点でデ ー タ検索が可能な期 間は19 96年か ら199 8年であるが ､ こ の 間に可降水丑変動
との 対比 が可能な台風は 7個 (上陸6個､ 接近 1個) あ っ た｡ こ こで は19 96年 の 台風6号を対象に
して ､ 台風通過に伴う可降水丑の 変動に つ い て 記載する ｡
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図 5 と図6は台風 6号通過時の衛星画像 (気象協会調整画像) と台風経路園で ある｡ 台風6骨
は 7月 13 日15時に マ リアナ帝島の牝の 海上で発生 した後 ､
大東島の南東の野よで中型 轡 野草酔態-､襲姉準3
ぎに中型で強い勢力を保ちながら鹿児島療薩摩半
北西 に地み ､ -16 日の 9 時ごろに南
え , 18 E1 13時過
､ 台風 は勢力 を弱
めながら九州を縦断して周防灘 馴ヒに進み ､ 進路 を東は変えて■1:9･
､由一､15埠捉愛媛県 の北の海上で
弱い熱帯低気圧 となっ た｡
台風 の 移動経路と時刻に関する情報 を得たら ､ G PS可降水丑デ ー タ人.
- ス シ ス テ ム に アク セ
ス し､ 領域 ･ 時間を殻鹿することにより ､.可降水卓分布簡倣および対応する時刻の デ
ー タをダウ
ン ロ ー ドする｡.得られ た≠
-一夕け 且 - ザ - の利用す.る作図アプリケ - シ ョ ン ソフ トウ エ ア に よ っ
て簡単に図化する■ことがで尊愚B.
図 7は96年7月 18 日18時の GPS可降水
丑の コ ン タ ー 園で ぉる (ぎ † タ 裳 クリ
示 した風向 ･ 徽嬢域慶･t:/ji!かG:■嶺恥
風 の前面で低く ､ や率よ
可降水丑の大きな催を承
唆して い
園 8は
図で ある
の横高31
差に起因
して作成した可降水
同時に
景教･る
■
ミとがわかる｡ 可降水丑は台
地 ワウ
台風 の進行方向右側に
が海洋に ある ことを示
の 変動を示 した
ID=827鹿児島)
ス はこ の標高の
‡わか る｡ ｡
GPS可降水丑の増加 が始ま義輝酵層碗卵噂頂 威 喝鴫轟醍 醐 甲S画像による とほぼ鹿児島
に台風 の掌がか かる時刻と 一 致如写;戦?卑女.蚤軒堵叡垂 ㈱ 紬lで あるが､ GP S可降水丑壮17日15
時か ら2 1時 の あい だに 一 旦約14皿 減少 した｡ こ の時GPS観潮点壮台風を取り巻く 畢の間に位置 し
て い た｡ その 後, 台風 の 中心が近づく にしたが っ てGPS可降水量は増加 し､ 7月18日15時頃に最大
となる ｡ 降水量はGPS可降水丑の 2度目の 上昇時に生 じ､ GPS可呼水丑と降水長 の ピ
ー ク 掛まぽ 一
致した｡ その 後 ､ GPS可降水量は減少 し, 台風 の雲が抜 ける20日の9時 ごろに最低を罷免する ｡
図 9は台風 の 進路方 向に位置するG P S観測点 における可降水量の 変動 を示す｡ 台風接近時 の可
降水量 の1度目の 増加時 ､ 2度目の 増加時 ･ともにきれ い に位相の 遅れが見られ る｡ 鹿児島と安岐の
距離は約250kmで , 可 降水量の ピ ー クの位相菱は 9時間で ある｡ したが っ て ､ 台風は時速約3 0km
で進行 して い たこ とになる｡
2 . 寒冷前線通過時の 可降水丑変動
前線の 通過に伴う可降水変動は岩淵ほ か (1 9 98) や高木 (199) によ っ て報告されて い る｡ 特
に岩淵ほ か(1 998)tまGPS可降水真の 変動が気象現象 を反映 して い るこ とを初めて示 した重要 な研
究で ある｡ 今後も様々 な解析事例 を横み重ねて いく必要があるが､ 本輪 で構築したデ
ー タ ベ ー ス
が有効なツ ー ル となると思われる ｡ そ こ で ､ 構築したデ
ー タ ベ ー ス の連用に よ っ て ､ 可視化 を行
い
､ そ の動態に つ いて 検討を行 っ た事例 を記載する｡
解析 削 996年10月7日から8日にか けて 日本列島を通過 した寒冷前掛 こつ い て行っ た｡ 図1 0は当
時の 天気 図であ るが､ 中国四国地方を東 北東から南南西 に寒冷前線が延 び ､ 太平洋に抜けて い く
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梯子 が艶められる ｡ そ こ で ､ こ の 時刻 のGPS可降水丑の マ ッ プをデ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム に よ っ て
作成 した｡
園11は1998年10月7日06時か ら12時までのGPS可降水 長の 等値線図である (図7と同様にデ ー タ
ス クリ ー ニ ン グ用.シス テム で ある の で飽域の みに注目)｡ 中国地方には南に向か っ て催が小さく
なる 刺ヒ東から南南西 に伸びる等値線が隈 められる｡ そして ､ 6時の園で中国地方中央部にある
可降水 郎2m mの 等値線が9時 ､ 12時と時間の縫過につ れて ゆ っ くり南下して い る｡
デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ムから可降水丑デ ー タをダウ ン ロ■- ドして , 経度ユ33皮付近の8点 (940074
松江 , 960398西城 ､ 950406三原､ 粥O432箇条､ 960443佐JH) につ い て前線の断面構近を園12に示
したo なお ､ 標高 の菱の影響を省(pた め､ 縦弓削こは6PS可降水丑で はなく ､ その地点の月別平均
値からの備糞で あらわ してある｡ 7E16時の 可降水丑偏差杜松江が最も高く20. 2nTnで ､ 南方に向か
つ て 小さくな っ て い る｡ 前線が過行 してきた9時に なると可降水丑備襲の 南北の嚢は小さく なり,
12時に なると今治付近 に備鼻の極大が見ら恥･る｡･16時で 桔備真の極大杜専らに南に移動してい る｡
以上のように, 6時から9時 にかけて 申渡地舟に前線が接近し､ 12時から1卵割こかけて油通 し
た様子がGPS可降水丑の 変動から碑静すること瀞 で 普た｡ ま 虹 デ ー タべ
､
+謁 シスヂ ム の運用に
よ っ て現魚の確 削 ゝら､ デ ー タの抽 乱 作囲までが能率脚こ野愚ことが可能で あっ
‾
た｡
Ⅳ . まとめ
GPS気象学プ ロ ジ ェ ク トによ っ て作成された水木紫デ ー タセ ッ トは大容丑 の地理情報で ある｡
この デ ー タセ ッ トから横 J*な身軽頃耕 鰍 ,@棟宛対御電阿 鼻珊報を坤鱒するための ツ ー
ル と してInter net上 にデ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム と可視化ツ ー ル の横顔を行 っ た｡ こ の㌣ス テム はGP
s水蒸気情報に加えて , ア メ ダ大伴報も重ねて 可視化できるため ､ W W Wブラ ウザ上 でデ ー タ の
ス クリ ー ニ ン グを行うことが可能となっ た｡ こ の シ ス テ ム を運用 して ､ 台風 と前線通過 に伴う可
降水丑変動に関する検討を行っ た｡
1996年の 台 測堆方通過を壌許し車蹄暴ゝ:.:# 碍測点に.串ける
顛藤<して い る′這凌
÷
.が磯酪聾者藍.と 軍た ､
可降水真 の変動の 位
GPS
可降水丑 の 細かな変動吐台風 の ス パイラルバ ンドの通過に対応 しでい るこ と-が嚇らかとな っ た｡
また, 1996年1 0月7 - 8日 の 中国地方の寒冷 碑 甲通過と･GPS可降水量甲変動がよく対応 して い る
こ とが明らか となっ た｡
デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム の運用 によづて , GPS可降水長の 可視化が容易にな っ たため､ 水蒸気変
動の 現象確帝はミ能率的に行えるようになっ た ｡ また ､ デ ー タ検索機儲によっ て必要なデ
ー タ の切
り出 しが簡単に行え､ ア プリケ ー シ ョ ン利用 による作図も容易にな っ た｡ 本静で構築したデ
ー タ
ベ ー ス シ ス テ ム は大容量の 地理情報か ら不特定 の ユ ー ザ ー に よる発見型 の研 究を行う非常に有効
なツ ー ル とな ると思 われる ｡
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